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形 質 1  日 ア  サ 夕

平均搾乳 速度

搾乳所 要 時間

前後乳房乳量比

0 67

061

0 84

068

068

0 80

041

0 52

0 67

相  関  値

1は し が き

子L牛 の搾乳性とは多頭飼育における棒乳作業能率を考慮

した形質であり,こ の中には搾乳所要時間,平均搾乳速度,

最高搾乳速度,前後乳房乳量比と云つた形質があげられる。

また, これに関連 した形質として乳頭孔径,乳頭括約筋抵

抗などがあり, これらの形質の遺伝支配がかなり強いとい

う報告が数多くの研究者によって示されている。しかし,

これら形質の測定時期,すなわち一泌予L期の中でいつ測定

を実施したらよい力、 また,何回実施したらよいか, と云

つた問題については充分検討されていないように思える。

本報告は,搾乳性形質の中で棒乳所要時間,平均搾乳速

度,前後乳房乳量比を取り上げ,一泌乳期の中で最適な測

定月および測定回数をみつけると同時に,平均搾乳速度の

経時的変化を数量化することを試みた。

2 材料および分析方法

分析に供した材料牛は,昭和52年 10月から53年 1月 まで

の間に当試験場で分現した初産牛20頭である。搾乳性,す

なわち搾乳所要時間,平均搾乳速度,前後乳房乳量比は,

毎月朝夕1回 ,一泌乳期8回実施した。

表現方法 :1日 平均搾乳速度 (協/分 )― (朝孝L量 +タ

乳量)/(朝搾乳所要時rBl+夕搾乳所要時FR3)。
一泌乳期平均搾乳速度 (″/分 )― (月 1回測定日予L量

の合計 (8回 合計 )〕 /〔 月1回測定日の搾孝t所要時間の

合計 (8回合計 )〕 。

また, 1日 搾乳所要時間は朝夕の合計,一泌乳期は測定

日8回の平均とし, 1日 の前後乳房予L量比は朝夕合計した

割合,一泌乳期は測定日乳量を8回合計した割合とした。

表 1 各形質の平均値および標準偏差

平均 l●L士 標 準 偏 差

分析手法 :最適な測定時期をみつける方法として,一泌

乳期測定値に対する各測定月の値の相関を求めた。また,

各月の平均搾乳速度の経時的変化については,W00D4)の

泌乳曲線実験式をあてはめた。

なお,分折に供した材料牛の一泌孝t期乳量 (8カ 月間 )

および搾乳性形質の平均値および標準偏差は表 1の とおり

である。

3 結果および考察

1 搾乳性形質の反復率
各月1回測定した搾乳性形質の一泌乳期における反復率

は表 2の とおりである。 3形質ともに朝の反復率が夕方よ

り高い値を示した。また, 3形質の中では前後乳房乳量比

が一番高い反復性を示した。 1日平均搾乳速度および搾 rt

所要時間の反復率は過去の研究者たザ'2,3)の 06と おおむ

ね一致した値である。

表 2 搾yt性形質の反復率

2 搾乳性形質と泌乳量との相関
搾乳性形質と泌乳量の相関を一泌平t期の平均値と8カ 月

間の一泌乳期総乳量で調べた結果は表 3の とおりである。

この結果,平均搾乳速度の大きいもの程,泌乳量が多いこ

とが伺えるが,搾乳所要時間と泌乳量は負の相関,前後乳

房乳量と泌乳量はあまり関係がないことがわかった。

表 3 搾乳性形質と泌乳量との相関

形 8カ 月間予し量 平均搾乳速度

搾乳所 要時間

前後乳房乳量比

064

-036

0 06

8カ 月 間 乳 量

1日 平均搾予L速度

朝の搾乳所要時間

夕の搾手L所要時間

前後乳 房手t量比

34720± 4685(り )

169± 047(んθ/分 )

490± 202(分 )
442± 187(分 )
444± 63(¢ )

3 搾乳性形質の一泌乳期平均値と各月の値との相関
搾手し性形質とくに平均搾乳速度および前後乳房乳豊比に

ついて一泌乳期平均測定値と各月測定値との相関値は表 4
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のとおりである。各月とも08以上の相当高い値を得るこ

とができたが,特に, 1日平均搾平t速度では分娩後 3カ 月

目が 093と 最も高く,前後乳房乳量比では分娩後 2,3,

4カ 月日そして 6カ 月日に 0'6～ 097の高い相関が得ら

れた。

表 4 -泌乳期平均値と各月の測定値との相関

分娩後経過月 前後乳房乳量比

092

0 96

0 ,7

0 96

0 87

0 97

0 91

0 93

以上のことより,平均搾乳速度を中心とした搾乳性形質

の測定時期および回数を毎月 1回の 1日平均測定値のデー

タから検討すると,分娩後 3カ 月目が一泌子L期 を代表し得

る最適な時期と考える。また,よ り正確性を望んで一泌乳

期 2回 の測定を試みる場合,分晩後 6～ 7カ 月日に再度測

定すると良いであろう。

4 1日 平均搾乳速度の経時的変化
一泌乳期における 1日 平均搾乳速度の経時的推移は泌乳

曲線と類似したガンマ型曲線を描くことが予想されたので,

既成の実験式をあてはめた。その結果,材料牛の平均搾乳

速度の推移は次のようにあらわされた。

'1-1921・

241∞ eXP(-0098521

ここで,tは 1月 日の 1日 平均搾乳速度の推定値である。

この曲線は図 1の とおりである。なお,この回帰式の適合

度,すなわち全平方和に対する回帰の寄与率は
'6%で
あっ

た。さらに,こ の実験式より導びかれた 1日 平均搾乳速度

の最高量および最高量に,1達する月数 ObO′ を参照 )は ,

それぞれ 187″/分 , 25カ 月であつた。

この経時的変化における最高量に到達する月が 25カ 月

であつたことは,前述の 3カ 月目が一番相関が高かつたこ

ととおおむね一致し興味深い。

4要

20頭の初産牛を用いて搾乳所要時間,平均搾乳速度,前

後乳房乳量比を測定し,一泌學L期における最適測定時期,

測定回数を検討した。

1 3形質は高い反復率 を示した。とくに前後乳房乳量

比は 08以上であった。

2 8カ 月間泌乳量と一泌乳期平均搾乳速度の相関は

06,また,搾乳所要時間とは負,前後乳房乳量比とは無

相関に近かった。

3 -泌乳期平均搾乳速度ならびに前後乳房予L量比と各

月 1回 の 1日 測定値との相関は,3カ 月日が最も高く,前後

乳房乳量比では2,3,4カ月日および 6カ 月目が高かつた|

4 1日 平均棒乳速度の経時的変化はYt-192t°
2`Ю 0

cxp(-009852t)であらわされた。最高の 1日 平均搾乳

速度は 187し/分, これに到連する月は分娩後 25カ 月で

あつた。
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